
★札幌座の感染症対策 

札幌座は以下のような感染症対策を徹底することで出演者・スタッフ・各地の上演実行委員会の皆さん、各

地の劇場スタッフの皆さん、そして観客の皆さんの感染リスクを最小限に抑える取り組みを行いつつ、細心

の注意を払いながら慎重に劇場での演劇公演を再開することといたしました。 

関係者の皆様、観客の皆様には、手間のかかるお願いばかりではありますが、北海道の皆さんに生の劇場

演劇をお届けするために、当面の間は必要な手間の数々だと考えましたので、「注文の多い演劇店」を楽し

んでいただける工夫を凝らして劇場にお邪魔し、劇場で観客の皆様をお待ちしております。 

【ご来場を予定している観客の皆様へ】 

★次のような不安のある方はご来場をお控え下さい。 

・37 度以上の熱や咳などの風邪症状のある方。だるさや息苦しさ、体調に不安がある方。 

・感染が疑われる方との濃厚接触の可能性がある方。 

・2 週間以内に感染拡大地域への訪問や、そうした方との濃厚接触の可能性がある方。 

★ご来場の際は以下の点にご理解、ご協力ください。 

・ご来場の方全員に、マスクのご着用をお願いいたします。 

・劇場に入る時の靴底消毒・手指消毒・検温にご協力ください。 

・せきエチケット、手洗い、手指消毒の徹底にご協力ください。 

・劇場に入る時、劇場を出る時の人との距離の確保（最低 1 メートル）をお願いいたします。 

・ロビー、客席での大声での会話はお控え下さい。 

・キャッシュレスでの決済をご活用ください。 

・ご来場のすべての皆様の連絡先をお預かりし、保健所などへ提出する場合があることをご理

解ください。（【北海道コロナ通知システム】もご利用いただけます。） 

・客席での皆様どうしの距離を確保するために、座席間隔を通常より広めにとったうえで、受

付スタッフが座席を指定させていただく場合があります。 

・終演後、劇場内やロビーでの出演者へのご面会や差入れは、当面の間ご遠慮ください。 

・開演前、終演後、劇場にお入りになる時や、お帰りになる時、通路やロビーの混雑を避ける

ため、係員が順番にご案内する場合がありますので、ご協力ください。 

・受付スタッフは、マスク・フェイスシールド・手袋を着用し、受付カウンターにはビニール

シートで隔壁を設けさせて頂きます。現金のやり取りの際は消毒のひと手間を追加させてい

ただく場合もございます。ご理解・ご協力をお願いいたします。 

★札幌座は、すべてのスタッフ・出演者の体調チェックを徹底し、公演ごとに客席、ロ

ビー、トイレなどの消毒を施し上演中も換気に努め、安全な上演を心がけます。 

★札幌座の感染症対策の取り組みは、道内の感染拡大の状況によって変更する場合があ

ります。札幌座ホームページ「新着情報」 

＜http://www.sapporoza.com/200622countermeasures_against_covid19/＞ 

で最新の取り組みをご確認のうえご来場ください。 
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